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1 ソーラー充電スタンド又は給水機の設

置

千葉・千葉第二・埼玉キャンパスに1台ずつソーラー充電ス

タンドを、東京キャンパスに給水機を1台設置する。学生の

充電スポット及び照明として使用できるため、認知効果が高

く、災害時の給電スポット等にも活用可能。また給水機はマ

イボトル利用を促進し、プラスチック廃棄物削減に貢献。

SDGs推進プロ

ジェクト

● ● ● ●

2 学内SDGsステッカーの掲示 既存の給茶機にマイボトルを推奨するSDGsステッカーを貼

ることによって紙コップの消費量を削減する。また、学内に

掲示している傷んでいるステッカーを貼り替える。

SDGs推進プロ

ジェクト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 SDGsの登録認定制度への応募 都道府県等が行っているSDGsの登録認定制度に応募し、公

的な認定を受ける。（埼玉県SDGsパートナー、ちばSDGs

パートナー）

SDGs推進プロ

ジェクト ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4 デジタル教科書の導入と利活用に関す

る取り組み

令和7年度以降入学生を対象としたデジタル教科書の導入を

推進。教育現場へのICT導入の促進と技術革新に対応する能

力を養うとともに、教科書のペーパーレス化による紙資源の

節約と森林保護に寄与。

全学

● ● ● ●

5 社会福祉士や精神保健福祉士の養成教

育

すべての人に必要な福祉が提供できるようにするための教育

実践

総合福祉学部社

会福祉学科 ★ ● ●

6 教員免許取得のための教育 障がいの有無にかかわらず、すべての子どもに適切に教育を

提供するための教育実践

総合福祉学部社

会福祉学科 ★ ●

7 卒業研究 ４年間の心理学の学びの集大成として一人ひとりが行う心理

学研究。(テーマ設定は心理学に関するものなら自由である

が、大枠としては「すべての人に健康と福祉を」にかかわっ

ている)

総合福祉学部実

践心理学科
★ ●

8 卒業研究に関する調査におけるGoogle

フォーム等の使用

新型コロナの流行を機に、質問紙などの調査用紙が紙媒体か

らGoogleフォーム等によることが多くなり、資源削減につ

ながっている。

総合福祉学部実

践心理学科 ★ ●

9 実践心理学科授業サポート講座 学習方法が分からず悩んでいる学生を対象に、丁寧な個別サ

ポートを行う講座。

総合福祉学部実

践心理学科 ★ ●

10 教育職員免許状取得のための教育 すべての子どもに質の高い教育を提供するための教員養成教

育

総合福祉学部教

育福祉学科
★ ●

11 保育士・教員養成のための正課外講座 すべての子どもに質の高い保育や教育を提供するための教育

プログラム

総合福祉学部教

育福祉学科 ★ ●

12 消費生活センター等連携事業  消費生活センター、生活協同組合と連携してエシカル消費を

広める企画の実施。

コミュニティ政

策学部 ★ ● ● ●

13 交通バリアフリー推進の取り組み 千葉市と協力してバリアフリーまち歩きを推進。また、八街

市と協力し小学生の「バスの乗り方教室」においてバリアフ

リーへの理解を推進。

コミュニティ政

策学部 ★ ● ● ●

14 きっかけプロジェクト 障がい児とその親のスポーツを通した社会参加を促進するイ

ベントの開催、運営補助。

コミュニティ政

策学部
★ ●

15 スマホサロン 情報格差の縮小や住民間の交流を促す、町内の身近な場所で

の高齢者対象スマホサロンを開催。

コミュニティ政

策学部
★ ● ●

「SDGs17の目標」

社会貢献

2. 取り組み事例【淑徳大学】

№ 活動名 活動内容 活動主体



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

「SDGs17の目標」

社会貢献№ 活動名 活動内容 活動主体

16 公園マップの制作 とくにフレイル高齢者の外出や地域理解の促進を目的に、公

園、ベンチ等の休憩場所、バス路線、身近なおすすめスポッ

トなどを紹介するマップを制作。

コミュニティ政

策学部 ★ ●

17 物流業界のビジネス提案 物流会社と共同で物流業界の課題を理解し、課題解決のため

のビジネス提案を行う。

コミュニティ政

策学部
● ●

18 健康チェック 翔蓮祭企画として、自分の体（筋肉・骨・口・肌）等の健康

状態をチェックし地域での健康増進・介護予防活動に取り組

む企画を実施。

看護栄養学部

★ ●

19 看護師・保健師・管理栄養士の育成 市民の健康を支える専門職の育成。専門職として生涯学び、

働き続けることができるようなキャリア教育、学習習慣を身

に付ける教育を行っている。

看護栄養学部

★ ● ● ●

20 だれでもトイレ 2号館1階・2階に「だれでもトイレ」を設置。 看護栄養学部
●

21 千葉市中央区自主企画事業

「子ども食堂 」

松ヶ丘中学校地区で小学校の1～6年生を対象として、献立作

成、調理作業手順書の作成、食材発注量の計算、食育活動の

一環として「ぬり絵リーフレット」の作成など、学生ボラン

ティアが行う。

看護栄養学部

★ ● ● ● ● ●

22 松ヶ丘地区ふれあい広場ひだまり

「健康教育事業」 

地域高齢者の健康面にアプローチする講話等を実施し、地域

住民の健康に資する活動として展開する。また、医学的な専

門知識や自己の健康管理への意識づけにも取り組む。

看護栄養学部

（地域連携委員

会）
★ ● ● ●

23 淑徳オレンジカフェ（認知症カフェ）  軽度認知症もしくはその不安がある人やその家族が人々との

交流を通して認知症の理解を深め、不安や悩み相談を行う。

看護栄養学部

（地域連携委員

会）

★ ● ● ●

24 千葉東病院の外来ホールに装飾掲示 看護栄養学部のボランティアサークル「Making project in

Shukutoku」が国立病院機構 千葉東病院の外来ホールに装

飾活動を行う。

看護栄養学部 ボ

ランティアサー

クルMaking

project in

★ ●

25 利他共生の経営  3年生必修オムニバス授業で、SDGsを中心とした授業を行

う。

経営学部
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

26 志賀高原観光振興プロジェクト 志賀高原のホテル経営インターンシップを通じた観光振興・

地産地消につながる持続可能な観光業に関して、開発・導入

に取り組む。

経営学部

★ ● ● ●

27 横瀬町との連携事業 横瀬町の山道の整備と提案、果樹公園村の歴史調査と提案。 経営学部
★ ● ● ●

28 石坂産業との連携事業 里山エコパーク事業への学生参加。 経営学部
★ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

29 観光経営専門演習(岩村） 植物･生態系と環境・観光との関係を考える。 経営学部
● ● ● ●

30 航空会社のSDGs取組研究 羽田空港および航空会社におけるSDGsの取り組みの調査と

新規アイデア提案。

経営学部
● ● ●

31 ホテル会社のSDGs取組研究 ホテル会社におけるSDGsの取り組みの調査と新規アイデア

提案。

経営学部
● ● ●

32 SDGｓQuest みらい甲子園　埼玉県大

会

高校生が持続可能な地球の未来を考え行動するためにSDGs

を探究し、社会課題解決に向けたアイデアを考える機会を創

発し、そのアクションアイデアを発表・表彰する（実行委員

会ならびに審査員等）

経営学部

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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「SDGs17の目標」
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33 東京都観光経営人材育成事業（経営学

部）

自然資源を活かした観光経営人材育成講座（全12回）を東

京都との連携事業としてR6年度から実施。

経営学部観光経

営学科
● ● ●

34 板橋「SDGs未来都市」プロジェクト

→STEAM・SDGsプロジェクト

→2025年度「いたばし未来子ども大

学」として発展

板橋区は2020年度のSDGs未来都市に選定された。この背景

について学生に解説したうえで、STEAM・SDGsプロジェク

トを実施。地域連携活動の中で学生がSDGsの理解を深めて

いくプロジェクトを推進する。2025年度は「いたばし未来子

ども大学」として発展し、板橋区立教育科学館と連携した４

日間のプログラムを実施し、区在住の小学生の学びを支援す

る学生スタッフが参加。1日目（8/4）は表現学科教員、２

日目（8/5）は観光経営学科教員が授業を行い、３～４日目

(8/10,11)は板橋区立教育科学館で実施。

人文学部経営学

部

● ● ● ● ●

35 文芸作品研究Ⅳ（執筆の技法） 執筆の授業において、昨今のSDGsの考え方を反映した表現

ガイドラインの見直しについて解説を行う。（2022年３月

改訂の「記者ハンドブック 第14版  新聞用字用語集」共同通

信社 編集における「ジェンダー平等」に関するページ、

2022年３月発行「失敗しないためのジェンダー表現ガイド

ブック」新聞労連ジェンダー表現ガイドブック編集チーム ：

小学館）

人文学部表現学

科

● ●

36 多様性について「絵本」から学ぶ

(板橋区立中央図書館、板橋区立美術館

との連携）

世界の絵本３万冊以上のコレクションを誇る板橋区は、「絵

本のまち板橋」を掲げブランディングを進めている。2025

年度は授業やゼミ活動での連携を行っていないが、絵本を卒

業制作とする学生が板橋区立美術館のボローニャ展を見学す

る等、この地域だからこそ学べる内容で研究を進めている。

また、オープンキャンパスでの学科紹介では、絵本のまち板

橋についての説明とともにSDGsに関連した絵本を紹介する

体験授業を行っている。

人文学部表現学

科

● ● ●

37 社会言語学 ジェンダー平等やダイバーシティの観点で表記に注意が必要

な表現について解説。

人文学部表現学

科
●

38 表現文化研究VIII（映像表現） 講義のはじめに国内外のさまざまな問題を扱うドキュメンタ

リー作品（30分以上）を視聴し、教員の解説・分析ととも

に学生全員での討論の時間を持つ。貧困や戦争などSDGｓ

に関連する問題を多く取り扱う。

人文学部表現学

科
● ● ● ● ● ●

39 創作表現技法I・Ⅱ（演技） 通年の演劇授業において、配役でジェンダーにとらわれない

形で担当を振り分けている。

人文学部表現学

科 ●

40 健康づくり0次予防への取り組み 厚労省が推奨する0次予防（健康づくり）の取り組みを学内3

号館校舎で実施。

人文学部人間科

学科 ●

41 認知症に働く生きがい支援 「注文をまちがえる料理店」認知症の働く生きがい支援をサ

ポート。

人文学部人間科

学科 ★ ●

42 中学生居場所づくり支援 西台中学校の居場所づくり支援をサポート。 人文学部人間科

学科
★ ●

43 養成支援センター

「わくわくあそび隊」

学生が乳幼児親子と触れ合ったり保育園の子どもたちをキャ

ンパスに招き一緒に遊んだりする。

教育学部
★ ●
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「SDGs17の目標」

社会貢献№ 活動名 活動内容 活動主体

44 子ども大学ふじみ　子どもスポーツ大

学ふじみ

淑徳大学と富士見市の生涯教育連携事業。 教育学部
★ ● ●

45 子ども大学みよし 淑徳大学と三芳町との生涯教育連携事業。 教育学部
★ ● ●

46 世界一のいも堀りまつり 教育学部フレンドシップ事業の一環で、三芳町の世界一のい

も堀りまつりへの参加を通じ、こどもと触れ合い、教員とし

ての実践的指導力の基礎を習得。受付、スタンプラリー・芋

ほり担当、演奏担当、ゆるキャラ担当、芋版作成等活動。

教育学部

★ ● ●

47 夏季淑徳教師養成塾 教育学部において、四市一町の教育委員会より依頼を受け、

夏休み宿題ボランティア、算数の補習ボランティア、学習さ

ささサポーター、サマースクール等、こどもの学習支援を実

施。

教育学部

★ ● ●

48 地球環境と環境対策 ・CO2削減策、適応策それぞれについてどのようなものがあ

るかまとめる課題に取り組む。

・海洋プラスチック汚染、MSC漁業認証、ASC養殖認証な

教育学部

地域創生学部
● ● ● ●

49 地域理解実習II（クラスC） 八潮市のヤシオスタンを見学し、日本において民族的・宗教

的マイノリティとされる人びとの地域での持続可能な活躍に

ついて考える。

地域創生学部

● ●

50 （正課外活動）性的マイノリティの歴

史と現在

＜性的マイノリティの安全な空間の確保＞に関するイベント

に企画・運営等で教員・学生が課外活動として参加し、ジェ

ンダーやセクシュアリティの問題を考える。

地域創生学部

● ●

51 みよしユースミーティング 三芳町において、子どもの権利等に関する条例が施行された

ことに伴い、三芳町のこどもや若者の意見を町政に反映して

いくことを目指し、市内の中学生、大学生が集まり、環境や

多文化共生に関する意見を出し合い、提案した。本取り組み

に、地域創生学部の教員と実習の学生が参加した。

地域創生学部

★ ● ●

52 学外研修生受け入れ事業 療育支援についての学びを深めたい専門職を対象として、当

センターで学生向けに実施している各種研修への参加を受け

入れる。職業的スキルの向上、持続を支援する。

発達臨床研究セ

ンター ●

53 あつまれ臨床センター 障がい児支援に興味関心のある学部1，2年生を対象に障が

い児とともに遊ぶイベントを実施。

発達臨床研究セ

ンター ★ ●

54 わくわくあそび隊 学生が乳幼児親子と触れ合ったり保育園の子どもたちをキャ

ンパスに招き一緒に遊んだりする。

埼玉キャンパス

教員・保育士養

成支援センター
★ ●

55 子育て支援ルームぴよぴよ  親子ベビーマッサージ教室を実施する。ベビーマッサージ教

室は、親子の触れ合いを大切にした活動で、会場は笑顔にあ

ふれ、あたたかな雰囲気に包まれる。

埼玉キャンパス

教員・保育士養

成支援センター
★ ● ●

56 板橋区「いたばし未来子ども大学」 板橋区と連携し、夏休みに小学生を対象とした「いたばし未

来子ども大学」を企画・実施。2025年度は、板橋区立教育

科学館が全体をコーディネートし、有志学生が企画段階から

参画して８月に４日間にわたるプログラムとして実施。

東京キャンパス

★ ● ● ● ● ●
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「SDGs17の目標」

社会貢献№ 活動名 活動内容 活動主体

57 埼玉県八潮市「八潮こども夢大学」 埼玉県八潮市と包括連携協定を結んでいる。八潮市主催で

2015年度より開催されている「八潮こども夢大学」では小中

学生を対象に、学生や教員が講師となり、心理学ワークセッ

ションや歴史資料を用いた学習支援ボランティア、体験型講

座などを提供。

東京キャンパス

★ ●

58 東京都　「都立高校生のための職場体

験ジョブキャンプ」

東京都教育庁主催で都立高校35校を対象として実施している

「都立高校生のための職場体験事業（ジョブキャンプ）」に

協力。次世代を担う高校生たちのキャリア形成を支援。

東京キャンパス

★ ●

59 蔵書に見るSDGs「SDGsについてもっ

と考えよう」

SDGsとは何かを中心に、図書館の蔵書を使用して企画展

示。当館には「共生」をテーマにした図書が幅広く揃ってい

る。福祉の視点からの貧困や格差の問題、障害者・高齢者を

取り巻く問題、環境問題、ジェンダーの問題について取り上

げた図書を展示した。また、該当の分野の書架にはマークを

掲示。

淑徳大学東京図

書館

● ● ● ● ● ● ● ● ●

60 ふれあい食事サービス（配食サービ

ス）

千葉市中央区第九地区（蘇我中学校地区）に居住する高齢者

等を対象に、自治体および地域関係団体と連携し、食事の提

供と安否確認を兼ねた配食サービスを実施している。食事の

メニュー開発は看護栄養学部の教員・学生が考察したレシピ

を起用し、調理は大学学生食堂で行うなど、大学の専門性を

生かした地域連携型の社会貢献活動として継続している。

看護栄養学部

総合福祉学部

千葉キャンパス

地域連携室 ★ ● ● ● ● ●

61 フードシェア ・「フードバンクちば」などから協力を得て、学生にフード

シェアを行う。

・食料品を受け取るだけではなく、「フードバンクちば」と

学生を交流させて、フードシェアの準備をボランティアとし

て経験させる。同時にフードロス問題やフードバンクの活動

を学生が学べる機会を作る。

千葉キャンパス

地域連携室

★ ● ● ● ●

62 白旗七夕まつり・生実町花火大会の参

加

学生、教職員が、白旗町内会や生実町内会等の、地域の催し

の企画・運営や、あるいはボランティアとしての参加を通じ

て、地域の活性化に取り組む。地域住民と協働して運営する

ことで、子どもから高齢者まで幅広い世代の交流を促進する

機会となっている。

千葉キャンパス

地域連携室

★ ● ●

63 淑徳大学学生消防隊 千葉市消防団中央区方面隊第３分団５部（大巌寺）として、

日常的な訓練や小型ポンプ操法大会への参加に加え、近隣の

保育園・小学校・町内会等における防災啓発活動に取り組ん

でいる。あわせて、大学周辺地域を中心とした防災パトロー

ルや防災ボランティア活動を実施し、地域の防災力向上と安

全・安心なまちづくりに寄与している。

千葉キャンパス

地域連携室

★ ● ● ● ●

64 千葉市動物公園

ドリームデイ・アット・ザ・ズー

障がいのある子どもたちとその家族を招待し、安心して動物

園を楽しめる機会を提供することを目的として、千葉市動物

公園開園25周年記念事業の一環として平成22年より継続的に

実施している。

千葉キャンパス

地域連携室
★ ● ● ● ●
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65 長谷川良信記念・千葉市長杯争奪車い

すバスケットボール全国選抜大会

パラスポーツの普及と共生社会への理解促進を目的として、

学生主体で企画・運営する全国レベルの車いすバスケット

ボール大会を実施している。平成26年からは千葉市と連携

し、規模を拡大するとともに、地域と大学が協働した社会貢

献活動として継続している。

千葉キャンパス

学生厚生

★ ● ●

66 学内献血活動 千葉県赤十字血液センターと連携し、輸血用血液の安定的な

確保と献血意識の啓発を目的として、毎年学内献血を実施し

ている。

千葉キャンパス

地域連携室 ★ ● ●

67 被災地の復興支援活動① 2024年1月発生の能登半島地震の復興支援活動として、

（1）「珠洲市復興支援プロジェクト」（２）「パネルシア

ターキャラバン」を実施している。

（１）は被災地での家屋の片付け、災害ごみの搬出や仮設住

宅でのサロン活動を実施。（２）は被災地の保育園等を巡

り、淑徳発祥のパネルシアターを学生が演じることで、子ど

もたちに笑顔と安心感を届けるとともに、心のケアや情緒の

安定を図る活動となっている。

地域共生セン

ター

★ ● ● ● ●

68 被災地の復興支援活動② 2011年3月発生の東日本大震災の復興支援活動として、「パ

ネルシアターキャラバン」を実施している。被災地の保育園

や高齢者施設を巡り、淑徳発祥のパネルシアターを学生が演

じることで、子どもたちに笑顔と安心感を届けるとともに、

心のケアや情緒の安定を図る活動となっている。あわせて、

スタディツアーも実施し、被災の記憶を風化させず、地域の

復興や防災意識の向上に寄与する活動を実施している。

地域共生セン

ター

★ ● ● ● ●

69 様々なボランティア活動の参画や地域

活動への参画

ちばボランティアナビフェスタ、新鎌ヶ谷イルミネーション

点灯式でのブース出展、52間の縁側での地域住民交流イベン

トの運営、マラソン大会のボランティア参加、餅つき大会の

ボランティア参加…等

地域共生セン

ター
★ ● ● ●

70 産官学民「ともいき学習」

対流ともいきキャンパス事業 

産官学民「ともいき学習」による持続可能な地域社会創造人

材育成を推進する。

地域共生セン

ター ★ ● ● ●

71 こども食堂の運営 板橋区前野町住民による地域団体と本学とで協力し、月1回

ペースでこども食堂の運営を行っている。「食べる・学ぶ・

遊ぶ」の３つのコンセプトのもと、子どもたちや地域の方と

交流しながら地域の居場所づくりに取り組んでいる。

地域共生セン

ター

★ ● ● ● ● ● ● ●

72 板橋区内の大学内居場所づくり事業の

運営

板橋区内の不登校・不登校傾向にある児童・生徒に対して安

心して過ごせる第三の居場所づくりを実施している。

地域共生セン

ター ★ ● ● ● ● ●

73 履修証明プログラムの実施 社会人等の学生以外の者を対象とした、60時間以上の一定

のまとまりのある学習プログラム（履修証明プログラム）を

開設し、 その修了者に対して法に基づく履修証明書を交付

できるという制度。本学では「パネルシアター実践講座」を

開講。淑徳発祥のパネルシアターを基礎から実践まで体系的

に学べるプログラムとなっている。

地域共生セン

ター

★ ● ● ● ●
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74 授業開放講座 大学の教育・研究を広く地域に提供する目的で、本学の学生

向けに開設している正規授業の一部を開放し、地域住民の生

涯学習の一助として実施している。

千葉キャンパス

地域連携室 ★ ● ●

75 公開講座の実施 学生と地域住民に対し公開講座を実施し、あらゆる年齢の方

に学習の機会を提供する。

看護栄養学部

（地域連携委員

会）
★ ● ●

76 公開講座の実施 地域公開講座の開催や高等学校への出前授業の教員派遣な

ど、地域の知の拠点として地域の実情に応じた情報提供サー

ビスとともに地域社会でのネットワーク構築に取り組む。

埼玉キャンパス

★ ●

77 公開講座の実施 大学の教育・研究成果を広く社会に還元することを目的とし

て、生涯学習の一環として知的資源を地域社会に開放する公

開講座を開催している。各学部の専門性を活かした講座内容

を提供し、地域における生涯学習の拠点の一つとなることを

目指し、取り組みを進めている。

地域共生セン

ター

★ ● ● ● ●

78 オープンキャンパスでの大学のSDGs

への取り組み

オープンキャンパスの体験授業では、各学科の特色を生かし

た授業に加え、SDGsの項目に関連性のある内容を実施

アドミッション

センター

各キャンパスア

ドミッションオ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

79 オールジェンダートイレ表記 多目的トイレのオールジェンダー表記化 東京キャンパス
●

80 働き方改革の推進 千葉キャンパス働き方改革ポスターを掲示。 千葉キャンパス
●

81 省エネルギー・環境保全推進の取り組

み

施設面の省エネ対応を推進する。

（例）タブレットの導入（ぺーバーレス化）、省エネ啓発な

ど

全学

● ● ● ●

82 省エネルギー・環境保全推進の取り組

み

施設面の省エネ対応を推進する。節電への取り組みとして、

千葉キャンパス各建物の空調スイッチを19:00（休業期間は

17:30）に切る等の対応を実施。また、15号館各階の廊下・

共用スペース照明を一括制御装置の設定にて19:30に消灯実

施。

千葉キャンパス

● ● ● ●

83 環境保全推進の取り組み CO2削減策として、スクールバス運行時におけるアイドリン

グストップを実施。

千葉キャンパス
●

84 環境保全推進の取り組み 空調温度設定（室温目安：冷房28℃、暖房20℃）周知。 千葉キャンパス
● ●

85 環境保全推進の取り組み ゴミ支出量の抑制（CO2削減）策として、傘袋（傘ポン）の

使用削除（制限）の実施。代替として、傘ふり場（しずく

りーん、傘ふるふる等）の備品の設置。

千葉キャンパス

● ● ● ●

86 省エネルギー・環境保全推進の取り組

み

節水システム導入による消費水量削減 東京キャンパス
●

87 省エネルギー推進の取り組み  トイレ便器の節水型への改修（洗浄水量の削減）等を通して

省エネルギー推進の取り組みを行っている。また会議用のタ

ブレットの導入（ぺーバーレス化）や蛍光灯照明からLED照

明への交換（消費電力の削減）を通して省エネルギー対応を

推進する。

埼玉キャンパス

● ● ● ●


